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あ
と
が
き

　

こ
の
論
文
集
は
、
日
朝
韓
の
石
造
物
を
素
材
と
し
て
、
中
世
日
本
の
文
化
・
技
術
の
形
成
の
有
り
様
と
そ
の
地
域
的
展
開
に
つ
い
て
多

面
的
に
追
究
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
を
な
す
の
は
二
つ
の
科
研
費
に
よ
る
調
査
・
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
「
西
日
本

に
お
け
る
中
世
石
造
物
の
成
立
と
地
域
的
展
開
―
石
材
と
形
態
・
様
式
に
着
目
し
て
―
」（
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
補
助
金
基

盤
研
究（
Ｂ
）： 

研
究
代
表
者
・
市
村
高
男
）で
あ
り
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、「
石
造
物
研
究
に
よ
る
中
世
日
本
文
化
・
技
術
形
成
過
程
の
再

検
討
」（
二
〇
一
六
〜
二
〇
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ａ
）：
研
究
代
表
者
・
市
村
高
男
）で
あ
る
。
前
者
の
終
了
後
、
成
果
報

告
書
と
は
別
に
論
文
集
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
が
、
市
村
が
高
知
か
ら
大
阪
へ
移
転
し
た
こ
と
な
ど
、
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
大
幅
な

遅
れ
を
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
遅
れ
の
責
め
は
す
べ
て
市
村
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
せ
っ
か
く
の
科
研
費
に
よ
る
調

査
・
研
究
の
成
果
を
未
刊
行
の
ま
ま
に
す
る
の
も
残
念
で
あ
る
の
で
、
次
の
科
研
費
の
成
果
の
中
間
報
告
と
合
わ
せ
て
一
冊
に
ま
と
め
て

刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

す
で
に
基
盤
研
究（
Ｂ
）の
成
果
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
何
ら
か
の
形
で
発
表
す
る
な
ど
最
低
限
の
責
め
を
果
た
し
て
お
り
、
当
初
は
成
果

報
告
書
に
掲
載
し
た
論
考
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
を
中
心
に
し
て
、
そ
こ
に
基
盤
研
究（
Ａ
）の
調
査
や
研
究
会
で
の
報
告
を
加
え
て
刊

行
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
一
度
書
い
た
も
の
は
出
し
た
く
な
い
」
と
の
メ
ン
バ
ー
の
思
い
か
ら
、
新
た
に
関
連
テ
ー
マ
で

書
き
下
ろ
し
た
も
の
が
多
く
な
り
、
結
果
的
に
は
原
稿
の
九
割
が
基
盤
研
究（
Ａ
）の
成
果
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
原
稿
を
、
第
Ⅰ
篇 

東
ア
ジ
ア
交
流
と
中
世
日
本
の
石
造
物（
佐
藤
亜
聖
、
大
木
公
彦
・
高
津
孝
、
海
邉
博
史
、
全 

持
慧
、
大
石
一
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久
）、
第
Ⅱ
篇 

中
世
石
造
物
の
成
立
と
地
域
的
展
開（
西
山
昌
孝
、
佐
藤
利
江
、
今
岡 

稔
、
西
本
沙
織
、
原
田
昭
一
、
本
間
岳
人
）、
第
Ⅲ
篇 

石

造
物
研
究
の
方
法（
松
田
朝
由
、
黒
川
信
義
、
伊
藤
裕
偉
、
原
田
昭
一
・
西
山
昌
孝
・
永
井
孝
宏
、
永
見
秀
徳
、
藤
木 

海
）、
第
Ⅳ
篇 

歴
史
研
究

と
中
世
石
造
物（
小
豆
畑
毅
、
市
村
高
男
、
永
井
孝
宏
、
北
川
賢
次
郎
、
福
島
金
治
）、
の
四
篇
に
分
け
、
東
ア
ジ
ア
交
流
の
中
で
日
本
中
世
石

造
物
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
九
州
か
ら
南
奥
に
か
け
て
の
列
島
各
地
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
の
か
、
に
迫
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

帯
磁
率
・
放
射
線
量
の
測
定
、
実
測
図
作
成
に
よ
る
諸
成
果
や
３
Ｄ
計
測
図
の
作
成
、
保
存
修
理
の
問
題
、
文
献
史
と
石
造
物
研
究
の
結

合
の
試
み
な
ど
、
多
様
か
つ
新
た
な
研
究
の
方
法
・
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
韓
国
の
釜
慶
大
学
校
の
全 

持
慧
氏
に
、
韓
国
の
層
塔
と
滋
賀
県
石
塔
寺
三
重
石
塔
と
の
比
較
・
検
討
に
関
す
る
論
考

を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
日
韓
の
石
造
物
研
究
の
連
携
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
博
士
論
文
の
一
部
を
ご
寄
稿
下
さ
れ
た
全
氏
に

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

な
お
、
本
論
は
、
基
盤
研
究（
Ａ
）の
中
間
報
告
も
兼
ね
て
約
一
年
前
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
た
が
、
い
く
つ
か
の
手
違
い
が
あ
り
、
仕

切
り
直
し
で
計
画
を
進
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
刊
行
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
本
書
は
そ
の
遅
れ
た
分
を
カ
バ
ー
で
き
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
次
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
基
盤
研
究（
Ａ
）の
最
終
成
果
報
告
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
み
、
本
書
を
上
回
る
内
容
の
論
文
集
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
最
後
に
な
っ
た
が
、
厳
し
い
出
版
事
情
の
中
で
刊
行
を
お
引
き
受
け
下
さ
れ
た
高
志
書
院
の
濱 

久
年
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。

　
　

二
〇
二
〇
年
二
月
一
三
日
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高
男


